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Ⅹ そ の 他 １ 施設・設備に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

施設・設備の内容 予定額 財 源 施設・設備の内容 予定額 財 源 施設・設備の内容 決定額 財 源
（百万円） （百万円） （百万円）

・札幌団地研究棟改 総額 施設整備費補助金 ・災害復旧工事 総額 施設整備費補助金 ・災害復旧工事 総額 施設整備費補助金
修 １，８２９ ８２２ ・札幌団地研究棟改 １，３４２ １ ２２９ ・札幌団地研究棟改 １，３７９ （１,２６６）（ ） （ ， ）
・小規模改修 船舶建造費補助金 修（文系） 船舶建造費補助金 修（文系） 船舶建造費補助金
・磁気共鳴断層撮影 ０ ・函館団地マリンサ ０ ・函館団地マリンサ （ ０）（ ） （ ）
システム 長期借入金 イエンス創成研究 長期借入金 イエンス創成研究 長期借入金
・災害復旧工事 ２５４ 棟 ０ 棟 （ ０）（ ） （ ）

国立大学財務・経営セ ・小規模改修 国立大学財務・経営セ ・小規模改修 国立大学財務・経営セ
ンター施設費交付金 ・環境資源バイオサ ンター施設費交付金 ・環境資源バイオサ ンター施設費交付金

７５３ イエンス研究棟改 １１３ イエンス研究棟改 （１１３）（ ） （ ）
修施設整備等事業 修施設整備等事業
(PFI) (PFI)

・アスベスト対策事
業

(注１)金額については見込みであり，中期目標を達成する （注）金額は見込みであり，上記のほか，業務の実施状況等
ために必要な業務の実施状況等を勘案した施設・設備 を勘案した施設・設備の整備や，老朽度合い等を勘案し
の整備や老朽度合等を勘案した施設・設備の改修等が た施設・設備の改修等が追加されることもあり得る。
追加されることもある。

(注２)小規模改修について１７年度以降は１６年度同額と
して試算している。
なお，各事業年度の施設整備費補助金，船舶建造費
補助金，国立大学財務・経営センター施設費交付金，
長期借入金については，事業の進展等により所要額の
変動が予想されるため，具体的な額については，各事
業年度の予算編成過程等において決定される。

○ 計画の実施状況等

・災害復旧工事については，施設整備費補助金（６１百万円）により工事を完了した。
・札幌団地研究棟改修については，施設整備費補助金（５３６百万円）により工事を完了した。
・函館団地マリンサイエンス創成研究棟については，施設整備費補助金（５９０百万円）により工事を完了した。
・小規模改修については，国立大学財務・経営センター施設費交付金（１１３百万円）によりガス管改修等の各営繕事業を完了した。
・環境資源バイオサイエンス研究棟改修施設整備等事業（PFI）については，施設整備費補助金（３２百万円）により１５年中２年目の事業が完了した。
・アスベスト対策事業については，施設整備費補助金（５００百万円）のうち，４６百万円により一部の工事を行ったが，道内にはアスベスト処理工事に相応した技術を有する施工業
者が少ないことに加え，アスベスト被害が社会問題となってからは工事依頼が殺到し，施工業者の確保に時間を要するため，残りの工事については，平成１８年度に実施することと
し，４５４百万円を翌年度に繰り越した。
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Ⅹ そ の 他 ２ 人事に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

組織の活性化を促進し，教育研究の質的向上を図るため次 組織の活性化を促進し，教育研究の質的向上を図るため Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するため
の方策を講ずる。 次の方策を講ずる。 の措置
① 公正で納得性の高い人事評価システムの整備について検 ① 職員の能力や業績を的確に把握しうる公正で納得性の高 ３ 職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置
討し，能力，職責及び業績を適切に反映した人事給与制度 い人事評価システムの平成１８年度において一部試行する
の導入に取り組む。 ことを目指して検討を進める。 ① Ｐ．62 No.173 参照
② 定年に達した優れた教員を引き続き教育研究業務等に従 ② 助手等の職務については，平成１８年度実施を前提に，
事させるため，勤務延長制度や再雇用制度を導入する。 平成１６年度の検討結果に基づき，中央教育審議会大学分 ② Ｐ．65 No.188 参照
③ 教員の流動性を向上させ教育研究の活性化を図るため， 科会の下にある「大学の教員組織の在り方に関する検討委
再任可能な任期制を一定の要件の下に導入することについ 員会」等の審議状況及び学校教育法等の法令の改正を確認 ③ Ｐ．63 No.179 参照
て，研究科等の組織単位ごとに検討する。 しながら具体的な実施案を検討し，成案を得る。
④ 外国人教員，女性教員の採用を促進するための基盤整備 ③ 定年に達した優れた教員を引き続き本学の教育研究業務 ④ Ｐ．63 No.180 参照
等に取り組む。 等に従事させるための勤務延長制度や再雇用制度につい
⑤ 事務職員を対象とするコース別人事管理制度の導入に取 て，平成１６年度の検討結果に基づき適切に運用する。 ⑤ Ｐ．64 No.182 参照
り組む。 ④ 教員の流動性を向上させ教育研究を活性化する視点か
（参考）中期目標期間中の人件費総額見込み 238,255百万 ら，再任可能な任期制を一定の要件の下に導入することに ⑥ Ｐ．64 No.186 参照

円（退職手当は除く） ついて，引き続き研究科等の組織単位ごとの検討を促進す
るために必要な取組を行い，成案を得られた研究科等から
順次任期制を導入する。
⑤ 外国人教員，女性教員の採用を促進するための基盤整備
等に取り組む。このうち外国人教員採用に係る国際公募制
のあり方や給与制度の柔軟化についての検討を進め，成案
を得る。
⑥ 事務職員を対象とするコース別人事管理制度の導入につ
いて，平成１８年度採用者から試行的に導入することを前
提に，引き続き具体的な方策を検討し，成案を得る。
（参考１）平成１７年度の常勤職員数 ４，０９０人

また，任期付職員数の見込みを３１人とする。
（参考２）平成１７年度の人件費総額見込み 40,568百万円

（退職手当は除く）
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Ⅹ そ の 他 ３ 災害復旧に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

平成１６年９月に発生した台風１８号により被災した施設 平成１６年９月に発生した台風１８号により被災した施設 台風１８号により被災した施設の復旧整備については，施
・設備の復旧整備をすみやかに行う。 の復旧整備をすみやかに行う。 設整備補助金および運営費交付金等で，平成１６年９月に着

工し，平成１７年１０月にすべて完了した。


